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はじめに 
 
「ヘンゼルとグレーテル」（KHM 15）1 はグリム童話の中で最も知られてい
る話の一つである。フンパーディンク（Engelbert Humperdinck）による 1893
年のオペラ2 も人気が高く、ドイツ語圏ではクリスマス前の時期にとりわけ
頻繁に上演されている。 
「ヘンゼルとグレーテル」は『国際昔話話型カタログ』（The Types of 
International Folktales）では、327A に分類される。これは、アールネ（Antti Aarne）
とトンプソン（Stith Thompson）が作成した話型カタログに、ウタ （ーHans-Jörg 
Uther）が改訂を加えたもので、各研究者の頭文字の ATU に続けて表記され
る。3『国際昔話話型カタログ』には、各話型の大まかな筋が最初に示されて
いるので、その記述に従って「ヘンゼルとグレーテル」のあらすじを確認し
ておこう。 
 
（貧しい）父親が（継母に説得されて）、自分の子どもたち（少年と少
                                                                 
1 慣例にならい、グリム童話の各話の初出時に、第七版（1857 年）での収録番号を KHM
とともに示す。 
2 ドイツの作曲家フンパーディンクが、実妹アーデルハイト・ヴェッテによる台本を
もとに作曲した作品。1893 年のワイマールでの初演も大成功を収めたという。 
3 1910 年にフィンランドのアールネが作成した『昔話のタイプ・インデックス』
（Verzeichnis der Märchentypen）にアメリカのトンプソンが番号を多数追加し、1928 年
に改訂版を出した。トンプソン自身がこれを拡充し、1961 年に『昔話のタイプ・イン
デックス』（The Types of The Folktale）第三版として出版した。2004 年には、ドイツの
ウターがさらなる改訂版（The Types of International Folktales）を出した。これは日本語
に翻訳された。ウター『国際昔話話型カタログ 分類と文献目録』加藤耕義訳、小澤昔
ばなし研究所、2016 年。本稿での引用にはこの日本語訳を用いる。 
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女）を森に捨てる。2 度子どもたちはまいた小石をたどって、家に戻る
道を見つける。3 晩目には、まいたエンドウ豆（パンくず）を鳥が食べ
てしまう。 
子どもたちはジンジャークッキーの家にたどり着く。この家は魔女（鬼）
のものである。魔女は子どもたちを家に連れ込む。少年は太らされ、一
方少女は家事をしなければならない。魔女は少年がどれくらい太ったか
調べるために、指を見せるよう求める。しかし少年は魔女に骨（棒）を
見せる。魔女が少年を料理しようとすると、妹は無知を装って魔女を欺
き、かまどに魔女を押し込む。（魔女の息子は、母親が殺されたのを見つ
け、子どもたちを追う。） 
子どもたちは、魔女の宝を持って逃げる。鳥たちや動物たち（天使た
ち）が、子どもたちが水を渡るのを助ける。子どもたちは家へ帰る。4 
 
「ヘンゼルとグレーテル」の話には、一部で問題視される箇所が少なくと
も二つある。一つは「父親が（継母に説得されて）、自分の子どもたち（少年
と少女）を森に捨てる」こと、もう一つは「魔女が少年を料理しようとする
と、妹は無知を装って魔女を欺き、かまどに魔女を押し込む」ことである。
これらはグリム童話への批判の先鋒であった Birkenfeld らが、槍玉に挙げた
箇所でもある。5 グリム童話への批判は、とりわけ第二次世界大戦後にさかん
であったが、名指しされた昔話の一つが「ヘンゼルとグレーテル」であった。
こうした批判に関しては拙論6 で既に考察した。とりわけ「かまどに魔女を
押し込む」ことは、第二次世界大戦後まもない時期には、アウシュヴィッツ
でのガス室（焼却炉）を想起させるとして厭われもした。 
                                                                 
4 『国際昔話話型カタログ』加藤訳、2016 年、177-178 頁。 
5 Birkenfeld, Günther: Ketzerische Gedanken zum neuen deutschen Jugendbuch. In: Horizont 
1947 (2), S.3-4. 
6 「魔女をパン焼き窯に押し込むグレーテル ―― アウシュヴィッツとグリム童話「ヘ
ンゼルとグレーテル」」『専修大学人文科学研究所月報 ポーランド・チェコ総合研究特
集号（１）』270 号、2014 年、43-65 頁。グリム童話への批判に関しては以下の論文に
詳しい。Wardetzky, Kristin: „ … die Märchen in den Ofen feuern!“ Der Märchenstreit im 
Nachkriegsdeutschland. In: Märchen, Mythen und Moderne. 200 Jahre Kinder- und 
Hausmärchen der Brüder Grimm. Hrsg. von Claudia Brinker-von der Heyde, Holger Ehrhardt 
u.a. Frankfurt a. M. u.a. 2015, Bd. 1, S. 847-871. 
「ヘンゼルとグレーテル」の類話について 
〔 147 〕 
そこで、「ヘンゼルとグレーテル」の挿絵のうち戦前にドイツで描かれたも
のを詳細に調査したところ、グレーテルがパン焼き窯に魔女を押し込んで殺
害する場面（図 1 参照）が頻繁に描かれていることが分かった。7 このことを
ロシアの研究者ウラジーミル・プロップ（1895-1970）の構造論8 にあてはめ
て考えると、この場面は、「加害」を加える「敵対者」に打ち勝ち「不幸が解
消される」ことの象徴として、昔話の構造上必要とされているために挿絵に
多く描かれている、といえるのではないか。 
本稿では、同様の観点に着目しながら、各地で語られた類話を考察してみ
たい。 
 
 
図 1 Caspari 画（筆者蔵）9 
 
グリム兄弟の注釈 
 
グリム兄弟が 19 世紀に『子どもと家庭のための昔話集』10 を編纂して以降、
各地で同様の収集が試みられた。そうして集められた多数の昔話によって、
                                                                 
7 西口 2014 年参照。 
8 ウラジーミル・プロップ『昔話の形態学』北岡誠司・福田美智代訳、水声社、1989 年。 
9 Kommt ins Märchenreich. Eine Auswahl der schönsten Grimmschen Märchen mit Bildern 
von Gertrud Caspari. Leipzig 刊行年不詳。  
10 Kinder- und Hausmärchen. 通称「グリム童話」だが、以下『昔話集』と略す。 
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各地に似た話が存在することが明らかになったのである。「ヘンゼルとグレー
テル」も例外ではなく、たとえば、ドイツのゲッティンゲン市にある『昔話
百科事典』（Enzyklopädie des Märchens）編纂所のアーカイブには、200 もの
類話が集められているという。11 
グリム兄弟自身がそうした類話の存在を意識しており、『昔話集』の各話に
学問的な注釈を付け、類話の特徴的な点を紹介している。注釈は『昔話集』
初版（1812/15 年）の段階では、全二巻の各巻末に印刷していたが、友人ア
ヒム・フォン・アルニムの助言などを受け、『昔話集』第二版（1819 年）以
降は昔話のテクストとは切り離し、第三巻として独立させた。兄弟が手掛け
た『注釈集』の最後の版は 1856 年で、本稿で依拠するのはこの版である。12 類
話としては、ドイツ語圏にとどまらず、各地のものを紹介している。 
 
イタリア（1） 
 
グリム兄弟は「ヘンゼルとグレーテル」への注釈で、イタリアのジャンバ
ティスタ・バジーレ（1573？-1632）による『ペンタメローネ』（1634-36 年）
の中の「ニッニッロとネッネッラ」を類話として挙げている。13 この話でも、
冒頭で継母が少年と少女を捨てているためである。 
「子捨て」も「ヘンゼルとグレーテル」において非難される点の一つであ
るが、これはドイツの昔話の中でのみ行われていたわけではなく、イタリア
でも既に 17 世紀に、ヨーロッパの昔話集の先駆的存在とされる『ペンタメ
ローネ』の中で語られているのである。 
このイタリアの話において、森でさまよう二人の子どもは離れ離れになり、
後に再会するなど、展開は「ヘンゼルとグレーテル」とはかなり異なってい
る。似ているのは導入部の「子捨て」の箇所のみであるため、グリム兄弟は
冒頭が似ている話として紹介している。 
 
                                                                 
11 Enzyklopädie des Märchens. Hrsg. v. Kurt Ranke u.a. Berlin 1977ff. Bd. 6, S. 500. 
12  Kinder- und Hausmärchen gesammelt durch die Brüder Grimm. Dritter Band. Dritte 
Auflage. Göttingen 1856. 以下、引用時には „KHM Bd. 3“ と略記する。 
13 KHM Bd. 3, S. 25. 
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フランス 
 
グリム兄弟が類似を指摘している話には、フランスのオーノワ夫人（1650？
-1705）14 による「サンドリオン・フィネット」（1698 年）15 もある。16 この話
で親に置き去りにされるのは三人の王女たちである。グリム兄弟が着目して
いるのは、最初の二回はどのようにして家に戻っているかということである。
すなわち、初回は糸玉の糸をたどって、二回めは撒いた灰をたどって家路を
見つけることができるのである。ところが三度めは、撒いたのがエンドウ豆
であったため、鳩に食べられてしまう。「ヘンゼルとグレーテル」においても、
一度めは小石で成功するが、二度めに撒いたのがパンくずであったために鳥
に食べられてしまい家に戻れなくなるのとよく似ている。「サンドリオン・
フィネット」では、置き去りにされた三人の王女たちは、人食い鬼の夫婦の
家にたどり着く。夫婦が人食いであることから容易に推測されるが、この娘
たちも食べられそうになる。この危機を回避するため、末娘のサンドリオン・
フィネットが奮闘する。 
 
（人食い鬼は）フィネットに向かってこう尋ねました。 
「だけどかまに火をつけて、熱くなったかどうかは、どうやってみる
のかね。」 
「はい、御主人様、まずバターをたっぷりたらしこんでみます。それ
からそれをなめてみます。」 
と姫は答えました。 
「そうか、そうか、ではかまに火をつけておくれ。」 
このかまは馬小屋ほどの大きさでした。この人食い鬼の夫婦は二人で
二つの軍隊分ほどのパンをいちどに平らげてしまうからです。フィネッ
トはどんどん火を燃やしたので、かまは蒸し風呂のように熱くなりまし
た。人食い鬼の主人は、おいしいパンの焼けるのを待ちながら、百匹の
                                                                 
14 ドーノア夫人、ドルノワ夫人とも表記される。 
15 オーノワ夫人『ロゼット姫』上村くにこ訳、東洋文化社、1981 年所収。 
16 KHM Bd. 3, S. 25. 
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仔羊と、百匹の仔豚をペロリと平らげました。フルール・ダムールとベ
ル・ド・ニュイはパン粉をこねています。人食い鬼は尋ねました。 
「かまは熱くなったかな。」 
「今に分かりますわ。」 
そう言ってフィネットは人食い鬼の目の前でかまの底に千ポンドもの
バターを投げこみました。そして人食い鬼に向かって、 
「舌でなめて見るのが一番ですが、私は小さすぎて、出来ません。」 
「よし、わしがなめてみよう、わしの身体は大きいからな。」 
人食い鬼はこうして頭をかまの中につっこみましたが、あんまり深く
つっこみすぎたので、骨までやけどをしてしまいました。人食い鬼の妻は、
主人が灰の山になっているのを見て、すっかり驚いてしまいました。17 
 
このように、かまが熱くなったか否かを確認させることで人食い鬼を殺害
している。ここは、グレーテルが魔女をパン焼き窯に押し込むのと似ている。
もっともこの娘が殺害するのは、人食いの男一人にとどまらない。男の妻に
も、身だしなみを整えるとの甘言を弄して近づく。 
 
フィネットは言いました。 
「今、お召しになっている、よごれた熊の皮をお脱ぎになったらいか
がでしょう。代わりに流行の服をお着せしますわ。髪の毛もステキに結っ
てさしあげますわ。そうしたら、星のようにお美しくなられますわ。」 
人食い鬼は答えました。 
「じゃあ、そうしておくれ、だけどもし私よりきれいな女がいたら、
お前たちをこま切れにしてやるからね。」 
それで三人の姫は人食い鬼の帽子をとって髪を解き、カールを巻き始
めました。三人はいろいろおしゃべりをして人食い鬼の気をそらし、そ
のあいだにフィネットは斧で後ろから首をバッサリ切ったので、首は胴
                                                                 
17 上村くにこ訳、1981 年、128-129 頁。ドイツ語版も参照した。Französische Feenmärchen 
der Madame d’Aulnoy. Hanau 1982, S. 125-126. 
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体から離れてコトリと落ちました。18  
 
ここに関しては、「ヘンゼルとグレーテル」よりも残酷に思える。ともあれ、
食べられそうになった者が、食べようとした者を逆にかまどで死に至らせて
いるのは、「ヘンゼルとグレーテル」に限らないことが分かる。 
では、他の地域の昔話にもこうした場面は語られているだろうか。まずは
グリム兄弟が注釈で指摘した話を主な手掛かりとして考察を進めたい。 
 
なお、「サンドリオン・フィネット」のここまでのあらすじからは、この話
が、「ヘンゼルとグレーテル」の話型のうち最初に現れたものである、と随所
で指摘されていることがよく理解できる。19 もっとも、似ているのは前半部
に限られる。後半は „Finette Cendron“ という原題の „cendre（灰）“ が暗示し
ているように、「灰かぶり（シンデレラ）」（KHM 21）に近い。よって、「灰
かぶり」の注釈でもグリム兄弟は「サンドリオン・フィネット」を類話とし
て紹介している。20 
 
スウェーデン 
 
グリム兄弟の注釈には、スウェーデンに関しての記述もあり、「ヘンゼルと
グレーテル」の項には「Cavallius の 14 頁、26 頁」21 とある。これは Hyltén- 
Cavallius と Stephens が編纂した『スウェーデンの伝説と昔話』（1848 年）22 を
指している。指摘された 14 頁には、「かまどに押し込まれた女」という見出
しのもとに二話が収められている。「屋根がソーセージでできた巨人の家」と
「屋根がチーズでできた家」である。この二話に出てくる家は、菓子ではな
                                                                 
18 上村くにこ訳、1981 年、130 頁。 
19 Uther, Hans-Jörg: Deutscher Märchenkatalog. Ein Typenverzeichnis. Münster/New York 
2015, S. 85、『国際昔話話型カタログ』加藤訳、2016 年、178 頁。 
20 KHM Bd. 3, S. 39. 
21 KHM Bd. 3, S. 25. 
22 Hyltén-Cavallius, Gunnar Olof/Stephens, George (Hrsg.): Schwedische Volkssagen und 
Märchen. Nach mündlicher Überlieferung gesammelt und herausgegeben von G. O. 
Hyltén-Cavallius und G. Stephens. Wien 1848. 
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く、別の食べ物から屋根ができているのである。 
さて、グリム兄弟は、編者名と該当頁を上記の通りに挙げているのみで、
昔話のタイトルにも内容にもコメントはしていない。そのためテクストを直
接読み、かまどの場面が含まれているか否かを確認した。 
「屋根がソーセージでできた巨人の家」では、親に捨てられるのではなく、
子どもたちは枝を集めているうちに森で道に迷っている。そしてたどり着く
のは、屋根がソーセージでできた家なのだが、ここで少年は太らされ、食べ
られることになる。巨人は親戚をご馳走に招待するため出かけていく。妻に
は、捕まえた少年をその間に焼いておくように頼んでいる。妻はそれに従い、
少年を檻から出し、パンシャベルに乗せてかまどに入れようとする。ところ
が少年はその企みに気付いて次のように反応する。 
 
「おばさん」と少年は言いました。「パンシャベルに乗ってみせて。そ
したら僕もそれができるようになるかもしれないよ。」 
女は、少年が頼んだ通りにしました。そして曲がった腰でパンシャベ
ルの上に座りました。すると少年はシャベルをつかみ、女を灼熱のかま
どに押し込みました。これが巨人の妻の最後でした。23 
 
ここでは、巨人ではなく彼の妻がパンシャベルに乗り、かまどの中に押し
込まれている。この場面が、ポッツィ（Franz von Pocci 1807-1876）の描いた
グリム童話の絵本『ヘンゼルとグレーテル』24 の挿絵（図２参照）を思い起こ
させるのである。 
というのは、図１に描かれているように、グレーテルが手で魔女をかまど
に押し込んでいるのは、『昔話集』の第五版（1843 年）以降なのである。25 グ
                                                                 
23 Hyltén-Cavallius/Stephens 1848, S. 18-19. 
24 Das Märlein von Hänsel und Grethel. Herausgegeben und illustriert von Franz von Pocci. 
München 1838.  
25 「ヘンゼルとグレーテル」は、『昔話集』第五版の刊行時に August Stöber の Elsässisches 
Volksbüchlein (Straßburg 1842) 所収のテクストに従って書き換えられた。この変更に関
しては、いくつもの先行研究がある。Rölleke, Heinz: August Stöbers Einfluß auf die Kinder- 
und Hausmärchen der Brüder Grimm. In: Wo das Wünschen noch geholfen hat. Bonn 1985, S. 
75-87. 舟田詠子『パンの文化史』朝日選書、1998 年。 
「ヘンゼルとグレーテル」の類話について 
〔 153 〕 
リム兄弟は生涯にわたって『昔話集』を改訂し続けたのだが、以前の版では
この場面は少々異なっている。そしてポッツィの絵本のテクストにはこうあ
る。「そこで魔女は板（パンシャベル）の上に乗りました。魔女は軽かったの
で、グレーテルは柄が届くだけ奥まで押し込みました。そして急いでパン焼
き窯の戸を閉めました。」26 これは、『昔話集』第二版（1819 年）と第三版（1837
年）のテクスト――すなわちポッツィの絵本の刊行年（1838 年）より前のテ
クスト――にほぼ一致している。27 ポッツィはそのテクストに忠実に、パン
シャベルに乗る魔女の姿を描いたのであった。 
 
 
図 2 Pocci 画（個人蔵）28 
 
スウェーデンの昔話に話を戻すと、もう一方の「屋根がチーズでできた家」
では、苺つみをしていた子どもたちがチーズの家にたどり着く。そこで少年
が太らされ、食べられることになるが、その場面が前述の類話とよく似てお
                                                                 
26 Pocci 1838, S. 25-26. 
27 さらに、1825 年の『昔話集』「小さい版」のテクストも同じであるため、Pocci の版
はそれを採用した可能性もある。 
28 Dr. Regina Freyberger 氏個人蔵。（許諾を得た上で、注 24 の書から掲載。） 
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りパンシャベルも使われている。もっとも、この話では魔女はひとりで住ん
でいるため、他の人に頼むことはせず、自らの手で少年を焼こうとしている。 
 
魔女が少年をかまどに押し込もうとしたとき、少年はとても不器用な
ふりをして、魔女がパンシャベルの柄をつかんだ時にはいつも下に落ち
ました。魔女はとても気を悪くしました。しかし少年はずるくて、すぐ
さま魔女にパンシャベルに座って、どうやるのか見せてくれるように頼
みました。そうすれば次はうまくできるだろうと言ったのです。女は、
少年の望み通りに、シャベルの上に座りました。ところが少年はすぐに
柄をつかんで、魔女をかまどに押し込み、穴を塞ぎました。29 
 
そうして子どもたちは、家に帰る際に宝を――「ヘンゼルとグレーテル」
と同様に――持ち帰っている。 
次に、グリム兄弟が注釈で指示していた「Cavallius の 26 頁」のほうも見
てみよう。こちらには「剣、金の鶏、金のランプ、金の竪琴」30 が掲載されて
いる。この話については、グリム兄弟が短くコメントを付けている。巨人に
捕らえられた少年は、太ったか否かの確認のために指を出さなくてはならな
いが、「スウェーデンの昔話では代わりに木片をみせている」31 というのだ。
該当する話では、少年が巨人からタイトルにうたわれた四つの品を順々に盗
むが、四つめの金の竪琴を盗む際に巨人に捕まえられてしまう。そして太ら
されるが、木片を出すことによって一度めは欺くが、次にキャベツの芯を代
用したところ、巨人は十分に太ったと判断してしまう。 
 
朝になると、巨人は妻にこう言いました。「かあさんや、少年はよく肥
えた。あいつを出して、かまどに入れておけ。俺は、その間に親戚をご
馳走に招待しに、ちょっと出かけてくる。」妻は、夫が言った通りにする
                                                                 
29 Hyltén-Cavallius/Stephens 1848, S. 23. 
30 「巨人の大切な宝を盗んだ少年」という見出しのもとに収録されている三つの話の
うちの一つめのもの。 
31 KHM Bd. 3, S. 25. 
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と約束しました。彼女はかまどをとても熱くして、少年をつかんで、中
に入れようとしました。「このパンシャベルの上に座りなさい」と巨人の
女が言うと、少年はそうしました。でも女がシャベルの柄を持ち上げる
たびに、よろめいて落ちました。それが 10 回ほど起こりました。ついに
巨人の妻は怒ってしまい、少年の要領の悪さを叱りました。少年は、ど
うやったらうまく座れるのか分からないと謝りました。「じゃあ私が教え
てあげよう」と女は言い、曲がった腰と縮んだ膝で、自らパンシャベル
の上に座りました。彼女が上に座るやいなや、少年は柄のところに既に
手をかけていたのですが、それをつかんで、女をかまどの中に押し込み
ました。そしてかまどの口を閉じました。32 
 
この話でもかまどで焼かれるのは巨人ではなく、「屋根がソーセージででき
た巨人の家」と同様に、妻である。 
グリム兄弟が指摘したスウェーデンの類話においては、いずれにおいても
パンシャベルが使用されており、そこがグリム童話「ヘンゼルとグレーテル」
の初期のテクストと類似している。 
 
アルバニア  
 
グリム兄弟の注釈での言及は、アルバニアの昔話にも及んでいる。33 それ
は「目の雌犬」という短い話で、『ギリシャとアルバニアの昔話集』34 に収め
られている。 
この話の女人公は、結婚して村を離れたため五年間も両親に会っていない
ことを嘆いていると、老女に出会う。この女が故郷の村に連れて行ってくれ
るという。ところが老女に連れていかれたのはその女が住む家であった。こ
の老女には目が四つ――前に二つと後ろに二つ――あり、後ろの二つをス
カーフで隠していた。 
                                                                 
32 Hyltén-Cavallius/Stephens 1848, S. 32.  
33 KHM Bd. 3, S. 25. 
34 Hahn, Johann Georg von: Griechische und albanesische Märchen. Gesammelt, übersetzt 
und erläutert von J. G. v. Hahn. Leipzig 1864. 
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そこで、若い女は、その老女が「目の雌犬」であると気が付きました
が、その女から逃れることはできませんでした。     
「目の雌犬」は家に入ると、娘の Maro にかまどに火を入れるように
命じました。そして自分は薪を集めに出かけて行きました。 
「目の雌犬」が出かけてしまうと、若い女は Maro に尋ねました。「か
まどで何をするの？」 
娘はこう答えました。「私たちはおまえを焼いて食べようとしているん
だよ。」 
「あなたたちが私を食べるのは構わないわ。でも火が消えてしまわな
いように気をつけてね。」 
「私がちゃんと風を送るから、火は燃えるよ。」  
そして Maro が、風を送って火をおこそうと、かまどのところに行っ
た時、若い女は両手で Maro を後ろから押し、かまどの中に押し込み、
扉を閉めました。35 
    
若い女は急いで逃げ、故郷の村に行き、母親に全てを話している。この話
はそこで終わっており、非常に短い話である。ここでも、かまどで焼かれる
のは、捕まえてきた者自身ではなく、その娘である。 
 
セルビア 
 
ヴーク編の『セルビアの民話』36 に関しては、「第 35 話を参照」37 との指摘
がある。それは「継子たち」という話で、前半が「ヘンゼルとグレーテル」
に似ている。 
実子を偏愛するあまりに、継母は血のつながりのない姉弟を捨てる。二人
                                                                 
35 Hahn 1864, S. 111. 
36 Karadschitsch, Wuk Stephanowitsch (Karadžić, Vuk Stefanović): Volksmärchen der Serben, 
ins Deutsche übersetzt von Wilhelmine Karadschitsch. Berlin 1854. ヴーク『ユーゴスラビア
の民話 I』栗原成郎、田中一生共訳編、恒文社、1980 年。「継子たち」は訳出されてい
ない。 
37 KHM Bd. 3, S. 25. 
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の子どもは、撒いた灰をたどって一度めは戻ることができるが、二度めはふ
すまを撒いたために帰ることができなくなる。森で会ったユダヤ人が二人を
連れ帰る。弟は、家に住む母親に閉じ込められる。弟がかまどで焼かれそう
になると、姉が機転を利かす。 
 
そこで少女は外にいって、弟に言いました。「今日はユダヤ人たちが出
かけていったわ。そして母親に、おまえを焼いておくように命じていっ
たのよ。でもそんなことはさせないわ。もしかしたら、あの女をかまど
に押し込むことができるかもしれない。」午後、その女はかまどを熱して、
その子ども（弟）を連れ出して、中に押し込もうとしました。そしてパ
ンシャベルの上に乗るように言いました。そこで、姉は言いました。「お
かあさん、弟はまだ小さくて、経験もなくて、どうやっていいのか分か
らないのです。あなたがまず、座ってみせてくれませんか。私たちがそ
れを見られるように。」そこで女はそうすることにして、シャベルの上に
座りました。そこで子どもたちは急いでそれをつかんで、かまどの中に
押し込んだので、女は焼けてしまいました。38 
 
そこから逃げた二人は、森をさまようが、超自然的な人物に出会い、不思
議な力を授けてもらうことになり、話は「ヘンゼルとグレーテル」からは離
れていく。 
 
ハンガリー 
 
ハンガリーの類話に関しては、グリム兄弟の注釈には「Stier の 43 頁」39 と
の指示がある。Stier というのは『ハンガリーの伝説と昔話集』40 のドイツ語
への翻訳者の名前である。該当頁に掲載されているのは、「三人の王女」であ
る。前半では、三人の王女が王と後妻（子どもたちにとっての継母）によっ
                                                                 
38 Karadschitsch 1854, S. 208-209. 
39 KHM Bd. 3, S. 25. 
40 Stier, G.: Ungarische Sagen und Märchen. Aus der Erdéltyischen Sammlung übersetzt von 
G. Stier. Berlin 1850. 
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て森に置き去りにされている。後半は「灰かぶり」に似ており、そのことを
グリム兄弟も「灰かぶり」への注釈において指摘している。41 つまるところ
前述のオーノワ夫人の「サンドリオン・フィネット」によく似た話なのであ
る。三人の王女が道しるべとするものも、糸玉、灰、エンドウ豆である。人
食い巨人に食べられそうになるのも一致している。男は、妻の留守中に娘た
ちをひとり占めして食べようと目論むが、フランスの話とよく似た方法でか
まどで焼き殺されている。これもよく似ているため、ここではテクストは引
用しないが、ハンガリーで集められた昔話においても、食べられそうになる
危機的な状況で、敵対者をかまどで焼き殺す場面が語られているのである。 
 
グリム兄弟は知りえた類話をできる限り注釈の中で紹介しようとしており、
個々の記述は、編者名と該当頁に留まることが多い。より詳しい情報として
は、着目した筋が簡単に紹介される程度である。「かまどに押し込む」という
場面に関しては、特に記述がみられないため、格別の関心は持っていなかっ
たと考えられる。ただ、本稿でここまで考察してきた類話が、どのような形
であれ注釈に明記されているという事実からは、これら類話の存在をグリム
兄弟自身が認識していたことが分かる。 
それでも、グリム兄弟による「ヘンゼルとグレーテル」への注釈は、わず
か一頁の分量である。以降では別の注釈を手掛かりに補足をしたい。 
 
ボルテ／ポリフカの注釈 
 
グリム兄弟による注釈は、後にボルテ（Johannes Bolte 1858-1937）とポリ
フカ（Georg Polívka 1858-1933）が拡充させている。42 二人は広範な調査を
行ったため、「ヘンゼルとグレーテル」への注釈は、正味 11 頁で 12 頁にわた
る。とりわけグリム兄弟の『注釈集』よりも後に刊行された昔話集に関して
の情報が参考になる。本稿で着目する場面「魔女をかまどの中に押し込む」
                                                                 
41 KHM Bd. 3, S. 39. 
42 Bolte, Johannes/Polívka, Georg: Anmerkungen zu den Kinder- und Hausmärchen der Brüder 
Grimm. Neu bearbeitet von J. Bolte und G. Polívka. Leipzig 1913 (Nachdruck 1994).  
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には「Ｅ」という記号が与えられ明記されているため、これを含む類話を見
つけ出すことが可能となっている。この場面を含むものとして目立ったのは、
スウェーデンとイタリアとロシアの昔話であった。スウェーデンに関しては、
本稿ではグリム兄弟の指摘に従って既に考察を行ったため、イタリアとロシ
アの例を補足的に紹介したい。 
 
イタリア（2） 
 
ボルテ／ポリフカがとりあげた話の一つに「庭の婆さん」がある。43 これ
は Pitré44 が集めたシチリアの昔話である。 
前半部はグリム童話の「ラプンツェル」（KHM 12）のような話で、キャベ
ツを盗んだ女は、後に誕生した娘を庭の婆さんに奪われる。45 その娘は、後
半部でヘンゼルと同様に食べられそうになる。 
 
婆さんが「大きな石をとりなさい。かまどの扉を閉じられるように」と
いうと、少女はこう言います。「お婆ちゃん、私はどうやって石を持ち上
げればいいのかしら？」「じゃあ、私がそれを持ち上げよう」と婆さんは
言いました。婆さんが腰をかがめると、少女は腰をつかんで、かまどの
中に押し込みました。そして石をとり、それでかまどを閉じました。46 
 
ここでは、パンシャベルなどが使われることなく、少女は素手で老婆をか
まどに押し込んでいる。押し込まれるのは、妻や子どもではなく、敵対者自
身である。この娘も、最後は母親のもとに帰り、幸せに暮らしている。 
                                                                 
43 Bolte/ Polívka 1994, S. 117. 
44 参照されているのは以下の版である。Pitrè, Giuseppe: Fiabe, novelle e racconti popolari 
siciliane. Palermo 1874. 本稿での引用は、以下のドイツ語版に拠る。Pitrè, Giuseppe: 
Märchen aus Sizilien. Übersetzt und herausgegeben von Rudolf Schenda und Doris Senn. 
München 1991.  
45 2018 年 10 月２日のハンス＝イェルク・ウター氏の講演「ラプンツェルのすがた―
「ラプンツェル」メルヒェンの解釈と意味―」（於白百合女子大学）においても、この
話は「ラプンツェル」の類話として引用された。 
46 Pitrè 1991, S.110. 
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グリム兄弟が注釈で挙げたバジーレの「ニッニッロとネッネッラ」は、似
ているのは導入部のみであったが、本節の例からは、イタリアでもかまどに
押し込む娘の話が語られていることが分かる。 
ロシア 
 
グリム兄弟は、1831 年に Dieterich がドイツ語に翻訳した『ロシアの民話』47 
に関して言及をしている。「忠実なヨハネス」（KHM 6）の注釈などでロシア
の類話として紹介しているのである。ただし、Dieterich の翻訳書には「ヘン
ゼルとグレーテル」の類話は収められていないようである。 
一方で、ロシアで最も有名なアファナーシエフ（Aleksandr Nikolaevich 
Afanas’ev 1826-1871）が編纂した『ロシア昔話集』（1855-63 年）48 には、本稿
にとって興味深い昔話がいくつもみられる。ただし、それらは 1855 年から順
次刊行されたため、グリム兄弟の『注釈集』（1856 年）の改訂作業には間に
合わなかったようである。ボルテ／ポリフカはアファナーシエフの昔話を調
査対象としている。 
 
アファナーシエフの「ダニーラ・ガヴァリーラ公爵」（114）49 の前半は近親
婚の話で、グリム童話の「千枚皮」（KHM 65）に似ていることが、ボルテ／
ポリフカによる注釈でも指摘されている。50 ただし、娘と結婚しようとする
のはここでは父親ではなく兄である。そこで娘は逃げ出し、バーバ・ヤガー
の家にたどり着く。そこには外見がよく似た娘がいるが、それはバーバ・ヤ
ガーの娘であった。 
バーバ・ヤガーは、やって来た娘を食べようとする。 
                                                                 
47 Dieterich, Anton (Übers.): Russische Volksmärchen in den Urschriften gesammelt und ins 
Deutsche übersetzt von A. Dieterich. Leipzig 1831. 
48 アファナーシエフは、グリム兄弟の仕事にならって『ロシア昔話集』を刊行した。
初版は 1855 年から 63 年までの間に、8 回に分けて刊行された。邦訳には、中村白葉訳
（現代思潮社、1977 年）、中村喜和編訳（岩波文庫、1987 年）金本源之助訳（群像社、
2009-2011 年）などがある。 
49 タイトル後の数字は、金本源之助訳に添えられた原書での作品番号である。 
50 Bolte/ Polívka 1994, S. 119. 
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「お前さん、座り方も知らんのかね。行儀よく座るのだよ」と叱りつ
けます。娘が座りなおすと、魔女は娘をペチカの炉口へ。娘は片方の足
を炉口に向け、片方の足は炉口の下へ。 
魔女はかんしゃくを起こし、娘を後へ引き戻しました。 
「ふざけるじゃない、小娘！いいかい、おとなしく座って、わしがや
るのをようく見るがいい！」 
そう言うと、自分がシャベルの上にどっかと腰をおろし、両足をのば
しました。娘たちはすかさず魔女をペチカの中へ放り込み、炉の蓋を閉
め、丸太で塞ぎ、粘土を詰め込むと、ふたりは刺しゅうのハンカチと、
ブラシと、櫛とをもって逃げ出してゆきました。51 
 
この話でも、パンシャベルが利用されている。「かまど」に押し込まれてい
るのは、バーバ・ヤガー自身である。ここで目をひくのは、バーバ・ヤガー
の娘が協力しており、女主人公と力を合わせてバーバ・ヤガーをペチカ（暖
炉、かまど）に押し込んでいることである。その後、二人は一緒に逃げるが、
「刺しゅうのハンカチと、ブラシと、櫛」を持っていく。というのは、バー
バ・ヤガーは押し込まれたものの、ペチカから抜け出し、二人を追いかけて
くるからである。そこで、障害物となるように三つのものを投げるのである。
グリム童話の「ヘンゼルとグレーテル」の魔女はかまどの中で焼死するため、
追いかけてくることはないが、類話においては逃げる子どもを追跡するもの
もある。そのため、ボルテ／ポリフカは、「障害物を投げることで身を守る」
という筋に「F2」という記号を与えて明記している。さてこのロシアの話に
おいては、逃げのびた二人は、（近親婚を強行しようとした）兄のもとに戻っ
ている。兄は、血のつながりのある妹ではなく、外見のよく似たバーバ・ヤ
ガーの娘と結婚してハッピーエンドとなっている。 
 
以上の考察により、さまざまな地域の語りにかの場面が含まれていること
が分かる。 
                                                                 
51 金本源之助訳『アファナーシエフ ロシアの民話』別巻、群像社、2011 年、80 頁。 
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ATU 327 の昔話 
 
さて、本稿の冒頭において指摘したように「ヘンゼルとグレーテル」は『国
際昔話話型カタログ』の ATU 327A に分類される。ATU 327 は「子どもたち
と鬼」で、その下位区分として A, B, C, D, F, G がある。52 ここに整理してみ
よう。 
 
ATU 327「子どもたちと鬼」 
327A「ヘンゼルとグレーテル」 
327B「兄弟たちと鬼」（旧、こびとと巨人） 
327C「悪魔（魔女）が若者を袋に入れて家へ連れていく」 
327D「キデルカデルカー」 
327F「魔女と漁師の少年」 
327G「魔女の家に捕まった兄弟たち」（旧、悪魔（魔女）の家の少年） 
 
各タイプの内容を確認してみると、ATU 327A「ヘンゼルとグレーテル」以
外のタイプにも「かまどに押し込む」場面が含まれていることが分かる。ATU 
327C には、「少年は魔女の娘に殺されることになる。少年は娘をだまして（ど
のように殺される準備をしたらいいか、自分に手本を示すよう娘を仕向け）、
娘を鍋の中に放り込み（娘をかまどで焼き）、……」（下線は筆者による。以
下同様）53 とある。ATU 327 F にも「魔女の娘が少年を焼こうとすると、少年
は娘をかまどに押し込む」54 という箇所が、さらには ATU 327G にも「魔女の
末の娘が、３人兄弟のうちの１人を焼こうとする。愚か者は、パン焼きべら
にどうやって横たわったらいいかわからないふりをして娘を焼く」55 と記さ
れているのである。 
このうち ATU 327C、327Ｆに分類される話が、いくつかアファナーシエフ
                                                                 
52 327E は『昔話のタイプ・インデックス』（1961 年）では „Abandoned Children Escape 
from Burning Barn“ であったが、ウターによる改訂版において見直された。 
53 『国際昔話話型カタログ』加藤訳、2016 年、179 頁。 
54 『国際昔話話型カタログ』加藤訳、2016 年、180 頁。 
55 『国際昔話話型カタログ』加藤訳、2016 年、180 頁。 
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の『ロシア昔話集』に収められているため、56 本節ではそれを考察する。 
まずは「バーバ・ヤガーと居候」（106）をみてみよう。この話では、自ら
の手で若者を焼くのではなく、娘に言いつけて、バーバ・ヤガー自身は出か
けてしまう。 
 
バーバ・ヤガーは、若者を自分の家に連れてくると、穴蔵に投げ込み、
自分でペチカを焚きつけながら姉娘に向かって言うのです。 
「いいかい、娘！わしはロシアに行ってくるから、あの若者を丸焼き
にし、夕飯の支度をしといておくれ。」 
「はい、わかりました。」 
ペチカがどんどん燃えてくると、娘は若者を呼び出して言いました。 
「さあ、この土鍋の上に横になれ！」 
若者は片方の足を天井に向け、片方の足を床に向けて横になりました。 
「そんなふうにするんじゃない、そんなふうにするんじゃない！」と
娘は叫びます。 
「じゃ、どうするんだい、教えてくれ」と若者は言いました。娘は自
分が土鍋の中に横になってみせました。若者は落ち着きはらって長い鉄
のつまみ棒を手にし、土鍋もろとも娘をペチカの中に押し込んでしまい
ました。そうして自分は素知らぬ顔して穴蔵に帰り、バーバ・ヤガーの
帰りをじっと待っていました。 
［...］ 
バーバ・ヤガーは、はっと気がつきよく見ると、そこにあるのは自分
の娘の丸焼きではありませんか。 
「ええい、この悪党め、そこを動くな！逃しはせぬぞ！」 
そう叫ぶと、バーバ・ヤガーはつぎの娘に若者を丸焼きにしておくの
だよと言いつけて出ていきました。57 
                                                                 
56 以下の英訳の巻末には注釈が付けられており、そこに「昔話話型カタログ」の話型
も提示されている。ただし、ウターの改訂前の分類に拠る。Haney, Jack V. (ed.): The 
Complete Folktales of A. N. Afanas’ev. Volume I (English Edition) Mississippi 2014. 本稿で
は Kindle 版を参照した。 
57 アファナーシエフ『ロシアの民話』第 1 巻、金本源之助訳、群像社、2009 年、148-149
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ここでは、パンシャベルではなく土鍋が使われており、ATU 327C の「少
年は魔女の娘に殺されることになる。少年は娘をだまして（どのように殺さ
れる準備をしたらいいか、自分に手本を示すよう娘を仕向け）、娘を鍋の中に
放り込み（娘をかまどで焼き）、」という記述とも一致していることが分かる。 
この話においては、同じことが次女と、三女（末娘）にも繰り返され、三
人とも焼き殺されてしまう。最後にバーバ・ヤガーの番となる。 
 
バーバ・ヤガーは、もうすっかり腹をたてました。 
「ようし見ておれ、こんどこそ始末してやる！」 
そう叫ぶと、自分でペチカを焚き、若者を呼びつけました。 
「さあ、若者、出てきて、土鍋の中に横になれ！」 
若者はペチカに投げ込まれないように、片足を天井に向け、片足を床
に向けて土鍋に横になりました。 
「そんなふうにするのじゃない、そんなふうにするのじゃない！」 
バーバ・ヤガーはどなります。若者はとぼけ顔で言いました。 
「じゃ、どうすればいいんだい、ばあさん、教えてくれ！」 
バーバ・ヤガーは、すぐにからだを曲げると、自分で土鍋の中に横に
なってみせました。居候の若者は、落ち着きはらって土鍋をつかむと、
バーバ・ヤガーもろともペチカの中に突っ込みました。そうしてさっさ
とわが宿へ……。 
帰ってくると、仲間に向って言いました。 
「おれはな、バーバ・ヤガーをやっつけてきたぞ！」58 
 
こうして四人ともかまどで焼かれる、という特徴的な話となっている。 
次の「イワーシコと魔女」（108）にも似た場面がある。ここでは、食べら
れそうになる男はイワーシコという名前である。 
 
その声を聞いて、イワーシコが舟を岸辺につけると、魔女は魚を取り
                                                                                                                                        
頁。 
58 金本訳 第 1 巻、2009 年、150-151 頁。 
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上げ、イワーシコをひっつかまえて、自分の家に連れて帰りました。魔
女は帰ってくるなり、娘のアレンカに言いつけました。 
「いいかい、ペチカを真赤になるまで焚いて、イワーシコの丸焼きを
つくっておくのだよ。わたしは、これからお友達を呼んでくるから。」 
娘のアレンカはペチカを真赤に焚くと、イワーシコに向って言いまし
た。 
「さあ、ここにきて、シャベルの上にのるんだよ！」 
「僕はまだ子供でなんにも分かりません。そんなことを言われても、
どうやってシャベルに座るの？教えてよ！」 
「いいよ、むずかしいことじゃない！」 
そう言うと、アレンカはすぐにシャベルに座ってみせました。イワー
シコはさっとアレンカをペチカの中に投げ込み炉のふたを閉めると、自
分は小屋を出て戸締りをして、高い高い樫の木によじ登りました。59 
 
こうした話では、友人もしくは親戚を招待するために、魔女（人食い）が
出かけていく。その間に焼くことを任された肉親が代わりに焼かれてしまう。
その丸焼きがどうなったのかに関しては、描写がないこともあるが、「イワー
シコと魔女」では次のように描出されている。「みんなが食卓につくと、魔女
はペチカのふたを開け、丸焼きのアレンカを取り出し食卓に置きました。み
んなは愉快に飲み食いすると、今度は庭に出て草の上を転がりはじめまし
た。」60 つまるところ、イワーシコだと思い込み、焼かれた魔女の娘が食べら
れているのである。この状況は、非常に残酷に思えるが、ATU 327 のいくつ
かのタイプにはそれが付随しているのである。ここで『国際昔話話型カタロ
グ』の記述を確認しておくと、ATU 327C には、既に引用した「娘を鍋の中
に放り込み（娘をかまどで焼き）」という部分に続けて「娘を食事として娘の
家族に出す」61 という箇所がある。ATU 327F にも同様に「少年は木の上に隠
                                                                 
59 金本訳 第 1 巻、2009 年、157-158 頁。 
60 金本訳 第 1 巻、2009 年、158 頁。 
61 『国際昔話話型カタログ』加藤訳、2016 年、179 頁。 
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れ、魔女が自分の娘を食べたのだと魔女に告げる」62 というところがある。さ
らには ATU 327G にも「愚か者は、パン焼きべらにどうやって横たわったら
いいかわからないふりをして娘を焼く」という筋に続いて「その娘を年寄り
の魔女は知らずに食べる」63 部分がみられるのである。 
 
似た話が、アファナーシエフの昔話集にはさらに収められている。「バー
バ・ヤガーと居候」（107）（106 と同タイトル）だが、ここでは三人兄弟の末っ
子であるフィリューシカがバーバ・ヤガーに捕らえられてしまう。 
 
翌朝、バーバ・ヤガーは森に出かけるしたくをすると、娘を呼んで言
いました。 
「いいかね、真赤になるほど、ペチカを焚いて、フィリューシカを丸
焼きにし、スープをつくっといておくれ！」 
そう言い残して、バーバ・ヤガーは獲物を求めて出かけました。ペチ
カは真赤に燃え出しました。娘は、いきなりフィリューシカを縛り上げ、
シャベルに乗せてペチカに押し込もうとします。フィリューシカは懸命
に炉口で足を突っ張りました。 
「フィリューシカ、そんなふうにするのじゃない、そんなふうにする
のじゃない！」 
「じゃあ、どうすればいいんだい。僕にはわからないよ。」 
「しょうのない子だ。教えてやる！」と娘はシャベルの上に上手に横
になって見せました。しっかり者のフィリューシカは顔色ひとつ変えず、
さっと娘をペチカの中に投げ込み、しっかりとふたをしてしまいました。 
二、三時間もたったかたたぬか、焼き肉のにおいが鼻につきます。フィ
リューシカはペチカのふたをとり、きつね色にこんがり焼けたバーバ・
ヤガーの娘を引き出すと、バターをぬり、焼き鍋に入れて布をかけ、穴
蔵の櫃の中に置きました。そして彼はバーバ・ヤガーがふだん使ってい
る杵と臼とをもって屋根裏にかくれていました。夕方近くバーバ・ヤガー
                                                                 
62 『国際昔話話型カタログ』加藤訳、2016 年、180 頁。 
63 『国際昔話話型カタログ』加藤訳、2016 年、180 頁。 
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は帰ってくると、すぐさま穴蔵の櫃の中をのぞき込み、焼肉を引き出し
ました。むしゃぶり食ったバーバ・ヤガーはその骨をかき集め、地面に
ひとつひとつ並べると、その上をごろごろと転がるのでした。64 
 
この話にも、娘を食べるという残酷な場面が含まれている。一方で、バー
バ・ヤガーを打ち負かす方法は、かまどで焼くのとは異なっている。屋根裏
に隠れたフィリューシカは次のように行動している。 
 
フィリューシカは屋根裏から叫びました。 
「ごろごろ、ごろごろ、転がるがいい、娘の骨のその上で！」 
「ええっ、お前はそんなところにいたのか、この悪党め！そこを動く
な、もうゆるさんぞ」とバーバ・ヤガーは歯ぎしりをし、じたんだ踏ん
でいましたが、ついに屋根裏に這いあがってきました。フィリューシカ
は少しもあわてず、杵をつかんで、バーバ・ヤガーの額めがけて力いっ
ぱいなぐりつけました。バーバ・ヤガーは、まっさかさまに落ちてゆき
ました。65  
 
そこで彼は家に帰り、みなが喜び、幸せに暮らすのである。ATU 327C で
は「娘を鍋の中に放り込み（娘をかまどで焼き）、娘を食事として娘の家族に
出す」に続いて、「少年は魔女をあざけり、魔女を殺し、そして家に帰る」66 と
いうのがあるが、引用部はまさにその部分に一致している。 
 
最後にもう一話「ルトーニカと魔女」（111）を考察しておきたい。 
 
バーバ・ヤガーはすぐさまルトーニカをひっつかみ、自分の小屋に連
れ去ってゆきました。バーバ・ヤガーには娘が三人ありました。バーバ・
ヤガーは姉娘にペチカを真赤に焚いて、ルトーニカの丸焼きをつくって
                                                                 
64 金本訳 第 1 巻、2009 年、153-154 頁。 
65 金本訳 第 1 巻、2009 年、154 頁。 
66 『国際昔話話型カタログ』加藤訳、2016 年、179 頁。 
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おけと言い残し、自分はさっさと野原の散歩に出てゆきました。姉娘は
ペチカを真赤になるまで焚くと、ルトーニカを連れてきて、シャベルの
上に座らせようとしました。しかし、ルトーニカは根っからのおばかさ
んではありません。座れったって、どんなにするのかちっともわからな
いと言い逃れをしながら言いました。 
「いったいどんなふうにしろと言うの。ひとつやって見せてよ！」 
姉娘はシャベルに座ってみせました。ルトーニカはすかさずシャベル
の柄をつかんで、姉娘をペチカの中に放り込み、自分は屋根裏にかくれ
ました。やがてバーバ・ヤガーが帰ってきて、ルトーニカの丸焼きはと
たずねるのです。何も知らない妹たちはペチカの中から姉の丸焼きを取
り出して母に渡しました。姉娘の丸焼きを食べてしまったバーバ・ヤガー
は庭に出て叫ぶのでした。67 
 
その後、下の娘二人も食べてしまう。最後にはバーバ・ヤガーの怒りが心
頭に発し、ルトーニカを捕まえようとする。白鳥の群れが飛んできて、ルトー
ニカが助けを求めると、羽を一枚ずつ抜いて、二枚の翼をつくりルトーニカ
に渡してくれる。彼は、それをつけて両親のところに帰り、以後は魚を捕っ
て幸せに暮らすのである。ATU 327F には「少年は見つかる。魔女は木を倒す
が、最後の瞬間に鳥たちが少年を助け（少年は自分で翼をつくり）、家に飛ん
でいく」68 とあるが、そこにおおむね一致している。 
 
こうしてみると、ATU 327A タイプの話に限らず、ATU 327 の類話には「か
まどに押し込む」場面が含まれることが少なくないことが分かる。その上で、
代わりに焼かれた人が（しかもその肉親に）食べられることも、ATU 327 で
は、C, F, G のタイプに付随することがある。 
 
  
                                                                 
67 金本訳 第 1 巻、2009 年、163 頁。 
68 『国際昔話話型カタログ』加藤訳、2016 年、180 頁。 
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おわりに 
 
以上の考察より、「かまどに押し込む」場面が、ドイツのみならず、さまざ
まな地域で語られていることが分かる。 
とりわけ第二次世界大戦後のドイツでは、アウシュヴィッツとの連想を生
み出した場面であるが、これがドイツ固有の残酷趣味によるものだとか、こ
のグリム童話の描写がアウシュヴィッツにみられた残酷さを育んだとかいっ
たような議論は説得力を欠いている。 
 
本稿の前半部ではまず、グリム兄弟が注釈でとりあげた類話のうち、「かま
どに押し込む」場面を含むものを紹介した。とはいえ、彼らが指摘した類話
の全てにその場面が含まれているわけではない。 
その一例として、Zingerle 兄弟の『南ドイツの子どもと家庭のための昔話
集』69 の「51 頁に掲載された」70 話がある。ここでは、森で迷った少年が山姥
のような女に連れていかれ、檻に閉じ込められ、焼かれて食べられそうになっ
ている。少年はそこから逃げ出し、小川に行きあたるが、守護天使がかかえ
て向こう岸に渡してくれる。追いかけてきた山姥は、川で溺死している。 
このように、このタイプの話の全てで「魔女」がかまどで焼け死んでいる
わけではない。またその必要があるわけでもない。 
『南ドイツの子どもと家庭のための昔話集』からグリム兄弟が挙げたもう
一つの類話では、71 人食いの母親が助けてくれ、人食いが留守の隙に少年を
森の外に連れ戻してくれる。したがって、誰もかまどに押し込まれておらず、
また加害者側の誰かが死亡する（殺害される）わけでもない。要するに、昔
話の構造として必要となるのは、主人公に害が加えられたり脅かされたりし、
それが解消されることである。最後に敵対者（主人公に加害を加える者）が
滅びるのが筋としては明快で、極端を好む昔話では、そうした明快さが好ま
れ、しばしばそのように語られる。ただし、加害が解消されるのであれば、
                                                                 
69 Zingerle, Ignaz und Joseph: Kinder- und Hausmärchen aus Süddeutschland. Mit einer 
Einleitung von J. W. Wolf. Regensburg 1854. 
70 KHM Bd. 3, S. 25. 
71 Zingerle 1854, S. 138. 
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主人公が逃げ切るだけでも構わないのである。 
主人公が危うくかまどで焼かれそうになったところを、間一髪で逆転する
のは、強烈な印象を残す。ドイツのみにとどまらず多くの類話で語られてい
るということは、それが昔話の構造上、どれだけ必要と捉えられているかを
示している。ただし、いずれの話においても「敵対者」からの加害を解消す
るために「かまどに押し込んで」いるのである。 
今日の子ども向けのテレビ番組の中でも、この場面がカットされることがな
いのは、構造上の必要性が一般的に感じられるからであろう。グリム童話を下
敷きにした「ヘンゼルとグレーテル」は、ZDF 局系列の „Märchenperlen“ シリー
ズでは 2006 年に、ARD 局系列の „Sechs auf einen Streich“ シリーズ72 では
2015 年に初めて放映されたが、それらの（一部 CG を含んだ）実写版グリム
童話では、多少のアレンジは加えられているものの、この場面が映像として
提示されているのである。 
                                                                 
72 このシリーズのうち 16 作品が、日本では LaLa TV において一話完結ドラマ「実写
版「グリム童話」」として 2013 年 3 月から 7 月にかけて放送された。「ヘンゼルとグレー
テル」はドイツでの放映が 2015 年であるため、含まれていない。 
